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○第１号議案   

 新環境センター整備事業に係る環境影響評価（準備書）における景

観に対する大分市の意見は以下のとおりとする。 

【意見】 

本事業の実施区域は、「大分市景観計画」において自然景観保全エ

リアに指定されており、地域の特徴を活かした景観の保全と自然と調

和した景観形成について十分に考慮することが必須となる。 

具体的には、遠望できる山等への眺望を阻害しない建物高さとし、

地域の里山や緑地の改変面積を最小限にすること。 

また、植樹等を積極的に行い、地域の植生に類似した樹種を選定す

るなど、周辺との調和に努めること。 

さらに、施設の配置、形状、高さ、色彩等については、周辺の道路

や集落からの視認性を考慮し、建物等による圧迫感を軽減するととも

に、自然に溶け込むような形態意匠となるよう検討を行うことが重要

である。 

以上の点を、設計に反映するとともに、「大分市景観計画」に定めら

れる自然景観保全エリアの景観形成基準を遵守しなければならない。 

 

○報告事項 

 大分県広域景観指針（仮称）の策定について報告を行った。 
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